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　８月24日13時30分より懇談会を行いました。家族会みつわ会としては、初めての試みで、
これは市議会議員の仲介で実現した事です。決まったのが遅かったので家族会との事前協議
が出来ず、懇談会の内容については大家連が毎年大阪府知事に要望している項目より抜粋し
議題にしました。市からの出席者は障害福祉課より１名、高齢介護室より１名、保健所より
２名、家族会からは５名、そして市議会議員１名で、15時までの予定が15時15分頃までの懇
談会となりました。
　懇談会に入る前に我々が課題を解消するために、要望をどこに出すかを調べてからの活動
とする事は不自然で我々は寝屋川市民であるから、先ず寝屋川市に要望する事といたしまし
た。市独自で出来る事、大阪府で出来る事、国がする事等は市が選別し、それなりの対応を
して戴く事だと思います。
　今日の議題は次の６項目といたしました。

⒈ 精神障害者医療助成制度の拡大
⒉ 65歳以上の手帳２級所持者への医療制度の復活
⒊ アウトリーチチームの稼働拡大の実現
⒋ 通所型障害福祉サービス事業所の絶対数の拡大
⒌ 80・50問題で障害者が家族とは別に離れて暮らせる社会の実現
⒍ 公営住宅の障害者単身入居枠の拡大

　上記の項目はあらかじめ保健所には通知していましたが、他の課にはどうも回っていな
かったようです。ただ我々家族も事前協議して
いなかったので、話は先ず医療費助成の拡大と
80・50問題になりました。医療費問題では他の
家族からも切実な思いが話されました。また
80・50問題では実例を挙げて訴えました。我々
家族会で、親が自分の住んでいる家を出て障害
当事者をその家に残して住所も知らせず、生活
している家族が２家族ある事を伝えました。ま
た医療費では市独自で精神障害者手帳所持者２
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級、３級にも助成している町がある事も伝えました。
　そして通所型障害者福祉サービス事業所の拡大については、我々は順序が逆だと話しまし
た。現在は「起業家が立ち上げたら官が助成する」となっています。我々は「官が立ち上げ
て運営を民間に委託する」これでないと絶対数は拡大しないと思っている事を伝えました。
　そしてアウトリーチチームの拡大について話が進みました。この事については保健所から
の発言があり、実施し拡大する事にも力を注いでいるが、当事者が拒否し、中々拡大につな
がらなくて、これをどのように解消するかが問題との認識でした。他の項目については時間
の制限の中、お話をする事が出来なかった。
　最後に、市の職員からは「議員を通さずいつでも懇談会は行いますから、困ったことが有
れば申し出てください」との事でした。今回は家族会の準備不足だったので、市の回答は得
られずに兎に角実情をよく知って戴いたと思います。

■ 日　時　７月27日（水）  ９：57 ～ 12：00
■ 会　場　大阪市役所　地下１階　会議室
■ 出席者　大阪市側：約17名　　大家連側：13名
以下、議題ごとにやり取りの要点をまとめます。

●24時間365日の精神保健福祉医療相談窓口の実現
大阪市：ホームページ上で周知している。ホームページ以外でも告知していきたい。
大家連：文章だけではなく、絵・図など、わかりやすいものを配布して欲しい。
　　　　24時間365日の窓口を復活させて欲しい。
　　　　有資格者（専門家）を常駐させて欲しい。
　　　　電話の回線を増やして欲しい。

●アウトリーチチーム稼働の実現
大家連：アウトリーチチームの制度について、予算化して欲しい。
大阪市：各24区の精神保健センターとして、相談員、保健師が相談対応をしている。
大家連：相談員が１つの区に１～２名では明らかに少ないと思う。

●精神科医療機関での身体拘束を含む行動制限最小化の実現
大家連：身体拘束を含む行動制限について調査して、改善を検討して欲しい。
　　　　本人を理解して、じっくり本人の話を聴くと落ち着く。
　　　　当事者の人間性を尊重して、改善を検討して欲しい。
　　　　行動制限最小化委員会の見直しのペースについて教えて欲しい。
　　　　５点拘束について、改善・見直しをお願いしたい。
大阪市：身体拘束は治療に有効だと認識している。
大家連：身体拘束によって、病状は悪化すると思う。

●重度障害者医療費助成制度の対象を手帳2級所持者への拡大の実現
大阪市：現状、大阪市単独での医療費助成制度は難しい。
　　　　セーフティネットは、本来は国でやるべきだと思う。
大家連：自治体は「命を守る」はやらないのか？
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●65歳以上の手帳2級所持者への老人医療費助成制度の復活の実現
大家連：何故、医療費助成ができないのか？数値を示して早く回答して欲しい。

●住まい　公営住宅の障がい者単身入居枠の拡大の実現
大阪市：定期募集を毎年2回実施して、５月に別枠の募集を実施している。
大家連：入居後の福祉も含めて支援して欲しい。
　　　　障がい者手帳所持者が民間アパートでは入居を断られるケースも聞く。

●通所型障がい者福祉サービス事業所の絶対数の拡大
大家連：手帳所持者の10％程度しか通所できていない。
大阪市：年々拡大している。利用しにくい点があれば区役所に相談していただきたい。

●就労に特化するのではなく、個人に対応するプログラムの実現
大家連：精神障害者は、対人関係が難しく継続しにくい。支援の質向上には抜き打ち検査も
　　　　必要ではないか。
大阪市：なかなか抜き打ちで事業所を訪問して調査するのは難しい。

●障がい支援区分認定項目を、精神障がい者の特性への配慮の実現
大阪市：不快感を持たれないように配慮はしている。

●保健所の相談、訪問を充実させると共に保健所数の拡大の実現
大家連：緊急事態への迅速な訪問相談対応をお願いしたい。
　　　　大阪市は、人口あたり保健師の人数はワースト２（政令指定都市中）。
大阪市：大阪市こころの健康センターに居る保健師は９名。

　今回のやり取りはおおむね以上でした。決して満足のいく回答ではありませんでしたが、
今後とも皆さんの困り事を行政にしっかり伝えて少しずつ前進していきたいと考えておりま
す。引き続きひとつ宜しくお願いします。

（理事　東　泰敬）

大家連副会長・みつわ会会長　奥村　勲
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　　　　有資格者（専門家）を常駐させて欲しい。
　　　　電話の回線を増やして欲しい。

●アウトリーチチーム稼働の実現
大家連：アウトリーチチームの制度について、予算化して欲しい。
大阪市：各24区の精神保健センターとして、相談員、保健師が相談対応をしている。
大家連：相談員が１つの区に１～２名では明らかに少ないと思う。

●精神科医療機関での身体拘束を含む行動制限最小化の実現
大家連：身体拘束を含む行動制限について調査して、改善を検討して欲しい。
　　　　本人を理解して、じっくり本人の話を聴くと落ち着く。
　　　　当事者の人間性を尊重して、改善を検討して欲しい。
　　　　行動制限最小化委員会の見直しのペースについて教えて欲しい。
　　　　５点拘束について、改善・見直しをお願いしたい。
大阪市：身体拘束は治療に有効だと認識している。
大家連：身体拘束によって、病状は悪化すると思う。

●重度障害者医療費助成制度の対象を手帳2級所持者への拡大の実現
大阪市：現状、大阪市単独での医療費助成制度は難しい。
　　　　セーフティネットは、本来は国でやるべきだと思う。
大家連：自治体は「命を守る」はやらないのか？
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●65歳以上の手帳2級所持者への老人医療費助成制度の復活の実現
大家連：何故、医療費助成ができないのか？数値を示して早く回答して欲しい。

●住まい　公営住宅の障がい者単身入居枠の拡大の実現
大阪市：定期募集を毎年2回実施して、５月に別枠の募集を実施している。
大家連：入居後の福祉も含めて支援して欲しい。
　　　　障がい者手帳所持者が民間アパートでは入居を断られるケースも聞く。

●通所型障がい者福祉サービス事業所の絶対数の拡大
大家連：手帳所持者の10％程度しか通所できていない。
大阪市：年々拡大している。利用しにくい点があれば区役所に相談していただきたい。

●就労に特化するのではなく、個人に対応するプログラムの実現
大家連：精神障害者は、対人関係が難しく継続しにくい。支援の質向上には抜き打ち検査も
　　　　必要ではないか。
大阪市：なかなか抜き打ちで事業所を訪問して調査するのは難しい。

●障がい支援区分認定項目を、精神障がい者の特性への配慮の実現
大阪市：不快感を持たれないように配慮はしている。

●保健所の相談、訪問を充実させると共に保健所数の拡大の実現
大家連：緊急事態への迅速な訪問相談対応をお願いしたい。
　　　　大阪市は、人口あたり保健師の人数はワースト２（政令指定都市中）。
大阪市：大阪市こころの健康センターに居る保健師は９名。

　今回のやり取りはおおむね以上でした。決して満足のいく回答ではありませんでしたが、
今後とも皆さんの困り事を行政にしっかり伝えて少しずつ前進していきたいと考えておりま
す。引き続きひとつ宜しくお願いします。

（理事　東　泰敬）

●大家連精神保健福祉講座DVD貸出中
2021. 福祉講座①　講師　藤井奈緒 「今私たちができること」”親なきあと”への備えについて
2021. 福祉講座②　講師　池上正樹 「8050問題を考える 8050問題と親亡き後問題 障害者の福

祉との関わりは家族の立場からどう取り組んでいけばいいのか」
2022. 福祉講座①　講師　菊山裕貴 「精神科医療の現状とこれから」～抗精神病薬・薬物治療の

現状と今後～
2022. 福祉講座③　講師　山田浩雅 「精神疾患を正しく理解するための教育の必要性について」
2022. 福祉講座④　講師　斎藤　環 「オープンダイアログってなんだろう」
2023. 福祉講座①　講師　勝部麗子 「地域で孤立しないために」地域支援・制度の使い方現状情報
2023. 福祉講座②　講師　菊山裕貴 「早期治療を開始するために」

●YouTube配信中
池上正樹　2021 福祉講座②　「8050問題を考える」
斎藤　環　2022 福祉講座④　「オープンダイアログってなんだろう」（11月末迄視聴可能）
※YouTube検索「だいかれん」または大家連ホームページ「精神保健福祉講座」から視聴可能



（撮影　東理事）

精神保健福祉講座①

「地域で孤立しないために～地域支援・制度の使い方現状情報～」
７月29日（土）13：30～　エル・おおさか５F視聴覚室とZOOM配信
参加者：合計94名（会場：家族35名、家族以外８名・ZOOM：家族49名、家族以外２名）
講　師：勝部　麗子氏　豊中市社会福祉協議会

《概要》
・8050問題のひとつの原因は「こども時代のいじめ」。
・いじめられている本人は家族にさえ相談出来ない。
・家族以外で相談出来る人・場所が必要。
・当事者本人が、好きなこと、出来ること、興味のあること、得意なことなどを支援して社
会参加してもらう。
・孤立と孤独は違う。障がい者福祉、高齢者福祉、こども福祉、みんな根底に孤立の問題がある。
・家族会の役割は重要。
・親はこどもを社会資源と結び付けておくことが大事。
・精神科医療機関での、長期入院、隔離、身体拘束、虐待等の長年の構造的問題。
・SOSを出せない人、相談先がわからない人に支援を届ける必要がある。
・勝部さんは、コミュニティソーシャルワーカーの第1号で、ゴミ屋敷を650軒片付けた。
・勝部さんの活動の原動力は「理不尽が許せない！」こと。
・「親なきあと」相談出来る相手が大事。
・8050問題は年金の低さや無年金という経済的構造で生まれた。
・制度を変えるには当事者の声・思いが一番強い。

　最後に「私達一人一人が声をあげて、政治・政策に参画していくなど、皆さん、一緒に頑
張っていきましょう！」と愛に溢れた優しい温かいお話で締め括られました。

（理事　東　泰敬）

　勝部さんのような方が我が市にもいたらいいのに！と思わずにはいられません。豊中での
活動の広がりは勝部さん１人の力では
なく、勝部さんが巻き込んだたくさん
の職員や市民ボランティアの力も大き
い。がんばった末に燃え尽きてしまう
支援者も多いと聞く。若い支援者の方
を私たちが応援し育てることも大事。
勝部さんの言葉「理不尽が許せない！」
に全く同感です。
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大家連精神保健福祉講座①②報告大家連精神保健福祉講座①②報告

参加者の感想
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精神保健福祉講座②

「早期治療を開始するために」
８月19日（土）13：30～　エル・おおさか５F視聴覚室とZOOM配信
参加者：合計85名（会場：家族29名、家族以外10名・ZOOM：家族46名、家族以外0名）
講　師：精神科医　菊山　裕貴氏（大阪医科薬科大学神経精神医学教室　大阪精神医学研究
　　　　　　　　　　　　　　　　 所新阿武山病院）

第１部 統合失調症の原因は何か、脳の中でなにが起こっているのか
　大変学術的な分野の難解なお話ではありましたが、わかりやすかった部分を取り出してみ
ると以下のようなことのようです。
　統合失調症の原因はあるたんぱく質の働きと関連して前頭葉の働きが悪くなりドパミンが
過剰に分泌されて精神症状を引き起こす。通常は16歳から30歳ごろにシナプス（神経ネット
ワークのかなめ）の数を適度に刈り込んで減らしてゆくのだが、この刈込機能が過剰になっ
てしまうのが統合失調症だそうです。脳の一部の機能不全を持つという面では双極性障害、
うつ病発症のメカニズムは統合失調症の仲間だとのことでした。細かな病名や症状で治療薬
を使い分けることにとらわれすぎないほうが良いそうです。寝不足、過労、ストレスが発症
要因であるようです。

第２部 統合失調症の治療薬は脳に何をもたらすのか、望ましい薬物治療について
　脳の中で複雑なメカニズムが絡む病気なのに第一世代の抗精神病薬はドパミン受容体をブ
ロックして症状を減らすことを目的とした副作用の多い対症療法だった。本来は脳の機能不
全という視点から前頭葉の働きをよくすることを主眼にした第二世代の薬物の単剤投与が望
ましい。ようやく近年では単に症状をくい止めるということでなく、脳の機能不全に働きか
け、神経細胞の減少を食い止める安全な次世代治療薬も開発途上であるとのことでした。

〇早期に治療を開始するには
　近い身内に精神疾患やその傾向の強い人がいる発病ハイリスクな人に鬱や引きこもり、不
登校などの症状が現れたら、早期に適切な抗うつ薬をきちんと服用することで統合失調症の
発病はかなりの確率で防げるということでした。
　また適度に雑菌や寄生虫と共存するかつての暮らし方では不登校、引きこもりやアトピー
発症は少なかったが、現代の過剰な除菌によって炎症、精神疾患を起こしやすい体質を作る
ようになっているとのお話に会場は沸きました。

（文責　大野　素子）

　我が家に家族会の仲間４人が集まってズームで講演
を視聴させていただきました。グラフや横文字の意味
はよくわからなかったけれど、初めて聞く話も多く興
味深かったです。特に精神病にはいろいろな病名があ
るが、それは重症度が違うだけで根本は同じであると
か。質疑応答での体内の寄生虫や雑菌の減少がうつ病
やアレルギーに関係があるとの話はびっくりでした。
たくさんの研究者たちが精神の病を治す研究をしてく
れていることに感謝申し上げたいです。

参加者の感想
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〇滝山病院事件報道の力
　この事件について詳細が明らかにされたのはドキュメント「ルポ　死亡退院　精神医療・
闇の実態」（2023年　２月25日　Eテレ放映）でした。この番組は東京都八王子市にある滝山
病院スタッフの内部告発と相原啓介弁護士の病院患者さんへの聞き取りをもとにNHKのディ
レクター２人の１年以上にわたる取材に基づいて制作されました。その後民放各社の報道も
あり、報道の力で精神科病院の抱える虐待とその背景にある今まで隠されてきた根深い問題
が一挙に世に出ることになりました。滝山病院の看護師５人の逮捕だけでは済まない、日本
の精神科医療と社会と政治風土の関係の闇、私たち家族の置かれた状況とを絡めて考え、変
革への声を上げ続けてゆきたいと思います。

〇合併症受け入れ拒否の風土・家族依存による疲弊・実地指導の形骸化
　滝山病院は一般の病院から受け入れてもらえない高齢の生活保護受給の合併症を抱える身
寄りのない精神疾患患者を受け入れる精神科病院として東京都内のみならず他府県からも重
宝がられてきたようです。生活保護受給を前提にした貧困ビジネスともいえます。受け入れ
てくれることにすがらざるを得ない疲弊した家族、それを許容する医療、不適切で過剰な治
療による死亡退院の異常な多さ、身体拘束、虐待、これらを見ようとしない形骸化した行政
実地指導がありました。当事者を見放す家族を責めても、現状と社会の仕組みは何も変わり
ません。滝山病院事件とかつての大和川病院事件、神出病院事件、坂本病院事件などが起こ
る病根は滝山病院事件のもつ構造と同一であると言えます。こんな構造にはもう歯止めをか
けなくてはなりません。
　障がいを家族に責任転嫁するのでなく、障害は
社会で支えるものです。それが共生社会作りで
す。６月30日Eテレ放映「バリバラ・どうする?精
神科医療～滝山病院事件から考える」で私も過剰
な家族依存には不十分ながら発言させていただき
ました。（９月22日　22時30分、９月26日０時30分
　Eテレ　アンコール放送）理不尽なことにはみ
んなで声を上げてゆくことを忘れてはならないと
思います。すでに滝山病院事件の風化が始まって
いるようです。

〇抗議活動
３月20日　厚生労働大臣宛て　近畿ブロック家族会（２府４県）連名
　　　　　「滝山病院死亡退院および看護師による患者暴行に対する抗議声明」
　　　　　厚生労働省　障がい保健福祉部　精神障がい保健課長あて回答要望

６月16日　厚生労働大臣宛て　みんなねっと2023年度定期総会特別決議
　　　　　「滝山病院事件等に見られる精神科病院における諸課題とその解決に関する陳情書」

８月14日　滝山病院問題を考える市民と議員の連絡会議発足とキックオフ勉強会
　　　　　東京都精神保健福祉家族会連合会　ほか２団体

（文責　大野　素子）

（NHKバリバラでコメントする大家連大野会長　番組HPより）

「滝山病院事件と私たち」
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ペンネーム　ケンワン　
 
　娘Yは自閉症、中度の知的障害もあります。１歳半検診の前から多動がひどく、言葉も遅
かったです。１歳半検診で、「別の部屋に」と言われた時は他の人とは違いほっとしたぐらい
でした。半年様子をみてとのことで半年後、自宅に保健師さんが来られ、週に１回療育園の
教室に通うことになり、そのまま、１年後入園し母子通園が始まりました。ここでは本当に
色々親子ともに勉強させてもらえました。その頃の自分は今が一番大変と思っていましたが、
今思えば温室でした。　
　２年間の通園の後、幼稚園に介助の先生つきで入りました。その頃にはうるさいぐらいに
話せるようにはなってましたが色々ありました。小学校は支援学級在籍でしたが、ほとんど
の時間をみんなと同じ学級で過ごしていたので、トラブルもたくさんあり、５年生からはい
じめ、不登校もあり、教育センターの不登校クラスに連れて行ったり、色々な療育に連れて
行ったり、カウンセリングに行き、遠くの発達障害専門の病院に行ったり、あらゆるところ
に行きました。
　中学校は支援学級中心だったし、良い先生にここでも出会え、行ったり行かなかったりで
すがどうにか学校に行きました。
　高校は家族の反対もあり、支援学校に行けず、最初通信制高校に行きましたが、ついてい
けず、やめてしまいました。友達も作れないし、その後、１年遅れで支援コースのある高等
専修学校に入りましたが、不登校。不登校クラスに在籍し、補習を受けたり、留年もしまし
たが、聴覚過敏もあり人間関係もうまくいかず、学校に行けず、出席日数も足らなくなり、
２回目２年生で中退しました。
　その後、６年ほどあちこちさ迷いました。ヘルパーさんと出れる日以外はずっと母と一緒
です。作業所、就労移行、日中一時、ショートステイ色々使いましたが、聴覚過敏でだめ
だったり。
　３年前になんとか精神科へ入院し、グループホームに入りましたが、半年も経たずに帰っ
てきました。それから２年、本人はいやがりましたが、なんとか入院させ、1 ヶ月後、病院
に探していただいたグループホームに入り、そちらの系列の生活介護に通えています。毎日
電話や月２回の外出、月１回通院の付き合いですが、電話の時間を夜７時から９時と決めて
くださったり、助かります。
　際限なく連絡してくるので、自宅に帰りたい、半年以上たつ今でもありますが、ホームの
方に助けていただき、母も頑張ってます。穏やかで健康な日々が送れたらと思います。やっ
と会にも行ける時間がもてるようになったので、お世話になっていけたらよいなと思ってお
ります、よろしくお願いいたします。

家族の思い家族の思い

ひとりで悩んでいませんか？
心の病の患者さんを抱えている家族の方
ひとりで悩んでいないで…
あなたはもう
ひとりぼっちではありません！
同じ家族の立場で
電話相談員があなたの悩みを
お聞きします。

心の病の患者さんを抱えている家族の方
ひとりで悩んでいないで…
あなたはもう
ひとりぼっちではありません！
同じ家族の立場で
電話相談員があなたの悩みを
お聞きします。

大家連 電話相談室
☎06-6941-5881
電話相談日月～金 11：00～15：00

（祝日・お盆・年末年始は休みます）コロナ発生状況により変更あり
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　　　　　Ｔｅｌ 06 - 6941 - 5797　Ｆａｘ 06 - 6945 - 6135
　　　　　ホームページ daikaren.org　だいかれん  で検索もできます

振込先　郵便振替　00970 - 4 - 72221　公益社団法人大阪府精神障害者家族会連合会

定　価　１部100円（大家連家族会費には購読料を含む）

発行人　関西障害者定期刊行物協会
　　　　大阪市天王寺区真田山町 2－2　東興ビル４階

2023年度の共同募金配分金 54.1 万円が決定しましたのでお知らせします。
赤い羽根共同募金の寄付による配分金でだいかれん誌の発行が成り立っています。
寄付下さった皆さまに心よりのお礼申し上げます。
又、会員の皆さまには赤い羽根共同募金へのご協力をお願いします

□□□　編集後記　□□□
▼大家連誌編集委員はただいま６名います。
高齢化の波はここにも来ていますが、「でき
ることをできる時に」をモットーにやってい
ます。興味のある方、いっしょにやりません
か？年齢性別は問いません。大歓迎です。感
想などもお寄せください、お待ちしておりま
す。

年会費をいただきました。ありがとうございました。

大家連へのご支援、大変ありがとうございました。
（寄附）

9人分
賛助会費 （１口3千円/年）として

9口

2023年度の賛助会費・寄附報告

たにメンタルクリニック
古澤　馨
野崎京子
季　利彦
小曽根病院
三家クリニック
羽田信子
赤垣メンタルクリニック
中井邦秀
児島進子
東香里第２病院

氏　　　名 地　域 寄　附
阿 倍 野 区
八 尾 市
豊 中 市
堺 市
豊 中 市
寝 屋 川 市
寝 屋 川 市
豊 中 市
東 大 阪 市
枚 方 市
枚 方 市

10,000円 
3,000円 
5,000円 
10,000円 
30,000円 
10,000円 
3,000円 
10,000円 
10,000円 
100,000円 
10,000円 

ちかまつクリニック
城阪敏明
藍野花園病院
さわらび診療所
青葉丘病院
みつわ会家族会
水本由美子

大 阪 市
豊 能 郡
茨 木 市
吹 田 市
大阪狭山市
寝 屋 川 市
奈 良 県

10,000円 
10,000円 
30,000円 
30,000円 
30,000円 
10,000円 
3,000円

（2023年6月15日～2023年9月8日）

日　

時
：
奇
数
月（
隔
月
）の
第
３
日
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
４
時
半

場　

所
：
大
家
連
事
務
所

　
　
　
　
（
ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂
Ａ
棟
4
階
）

　
　
　
　

長
居
植
物
園
で
開
催
す
る
場
合
あ
り

問
合
せ
：
大
家
連
事
務
局

　
　
　
　

０
６

－

６
９
４
１

－

５
７
９
７

　
　
　
　

参
加
無
料

第
一
部
：
気
楽
な
お
し
ゃ
べ
り

　
　
　
　
（
悩
み
や
疑
問
な
ど
な
ん
で
も
）

第
二
部
：
ミ
ニ
学
習
会

　
　
　
　
（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、福
祉
制
度
や

　
　
　
　

法
律
な
ど
）

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
へ
の
お
誘
い

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
へ
の
お
誘
い

日　

時
：
奇
数
月

　
　
　
　
（
９
月
・
11
月
・
１
月
・
３
月
）

　
　
　
　

第
２
日
曜
日 

午
前
10
時
〜
12
時

場　

所
：
大
家
連
事
務
所

　
　
　
　
（
ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂
Ａ
棟
4
階
）

問
合
せ
：
大
家
連
事
務
局

　
　
　
　

０
６
－

６
９
４
１

－

５
７
９
７

　
　
　
　

参
加
無
料

精
神
障
害
を
持
つ
人
の
配
偶
者
・
パ
ー
ト

ナ
ー
の
人
た
ち
が
つ
な
が
り
、
語
り
あ
う

場
で
す
。
他
の
場
で
は
な
か
な
か
理
解
し

て
も
ら
え
な
い
思
い
や
体
験
を
、
同
じ
立

場
同
士
で
わ
か
ち
あ
い
ま
せ
ん
か
。

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
集
い

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
集
い


